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こ
の
度
令
和
５
年
５
月
の
総
会
に
て
新
し
く
会
長

に
任
命
い
た
だ
き
ま
し
た
。
若
輩
者
で
至
ら
ぬ
点
が

多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
任
に
付
き
ま
し
た
か
ら

に
は
一
所
懸
命
に
努
め
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
前
会
長
竹
田
嘉
兵
衛
様
の
後
を
務
め
る

と
い
う
事
で
大
変
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
お
り

ま
す
が
、
町
並
み
の
景
観
維
持
及
び
向
上
を
皆
様
と

共
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
は
、
長
年
の
活

動
目
標
で
し
た
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
【
２
０
１
６
年
文
化
庁
選
定
】
と
日
本
遺
産

【
２
０
１
９
年
文
化
庁
認
定
】
を
先
人
の
方
々
を
含

め
て
多
く
の
人
々
や
名
古
屋
市
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推

進
室
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
機
関
の
御
尽
力
に
よ
り

達
成
致
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
が
有
松
の
真
価
を

問
わ
れ
る
重
要
な
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
令
和

４
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
３
年
間
が
〝
日
本

遺
産
の
町
有
松
〟
と
し
て
の
活
動
評
価
【
文
化
庁
審

査
】
期
間
で
あ
り
、
そ
の
活
動
内
容
実
績
評
価
に
よ

り
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
の
日
本
遺
産
に
継

続
〝
再
〟
認
定
さ
れ
る
か
、
否
か
、
が
決
ま
り
ま
す
。

更
に
そ
の
際
に
高
評
価
【
重
点
支
援
地
域
】
に
な
る

か
？
普
通
評
価【
認
定
地
域
】な
の
か
？
低
評
価【
条

件
付
き
認
定
地
域
】
は
た
ま
た
最
低
評
価
【
認
定
取

り
消
し
】
に
な
る
の
か
で
有
松
の
近
未
来
へ
の
影
響

は
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
有
松
ま

ち
づ
く
り
の
会
を
は
じ
め
、
有
松
あ
な
い
び
と
の
会
、

有
松
絞
商
工
協
同
組
合
、
愛
知
県
絞
工
業
組
合
、
有

松
天
満
社
文
嶺
講
、
有
松
学
区
町
内
連
合
会
、
有
松

商
工
会
、有
松
消
防
団
、有
松
地
域
デ
ザ
イ
ン
委
員
会
、

晩
秋
の
有
松
実
行
委
員
会
、
有
松
福
寄
せ
雛
実
行
委

員
会
等
様
々
な
グ
ル
ー
プ
が
活
動
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
れ
か
の
団
体
活

動
に
是
非
参
加
し
て
い
た
だ
き
楽
し
く
〝
ま
ち
づ
く

り
〟
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
は
、
有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
の
今
後
の

活
動
に
つ
い
て
私
見
を
記
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
会
は
、有
松
の
三
つ
の
宝【
町
並
み
、

絞
り
、
山
車
】
の
内
、
町
並
み
の
景
観
維
持
向
上
に

つ
い
て
注
力
し
て
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

は
、
地
域
住
民
へ
の
景
観
の
文
化
的
価
値
の
周
知
や

修
理
修
景
を
す
る
場
合
の
市
へ
の
届
け
出
が
必
要
で

あ
る
事
等
の
周
知
を
、
名
古
屋
市
歴
史
ま
ち
づ
く
り

推
進
室
と
連
携
し
て
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
手
続
き
等
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
保
存

地
区
全
戸
に
会
員
皆
様
で
手
分
け
し
て
配
布
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
地
道
な
活
動
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が

町
並
み
景
観
維
持
向
上
に
は
、
極
め
て
重
要
な
活
動

と
思
い
ま
す
。
更
に
町
並
み
景
観
価
値
や
維
持
向
上

に
役
立
つ
勉
強
会
【
保
存
地
区
住
民
は
じ
め
誰
で
も

参
加
可
能
】
を
年
に
数
回
開
催
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
お
り
ま
し
た
他
地

域
の
町
並
み
保
存
地
区
に
伺
っ
て
の
、
同
様
の
活
動

を
し
て
い
る
方
々
と
の
交
流
や
他
の
地
域
の
良
い
行

い
を
学
ぶ
研
修
会
も
、
復
活
し
て
行
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
企
画
さ
れ
た
際
は
、
是
非
参
加
を
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
〝
ま
ち
づ
く
り
〟
は
、
人
づ
く
り
と
聞
い

た
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
正
に
有
松
は
先
人
達
が

素
晴
ら
し
い
町
並
み
を
創
っ
て
き
た
わ
け
で
、
そ
れ

を
正
し
く
受
け
継
ぎ
、
正
し
く
次
世
代
の
人
に
渡
す

事
が
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
使
命
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会

　会
長

　就
任

　ご
挨
拶

有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会

　会
長

　就
任

　ご
挨
拶

有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会

　会
長

　就
任

　ご
挨
拶

中  

濵  

　豊

中  

濵  

　豊

中  

濵  

　豊
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■
有
松
と
の
か
か
わ
り

「
新
旧
の
建
造
物
が
調
和
し
た
美
し
い
町
並
み

だ
」。
今
年
四
月
に
着
任
し
、
久
し
振
り
に
有
松
の

町
を
歩
い
た
時
の
私
の
率
直
な
感
想
で
す
。

東
海
道
随
一
の
町
並
み
が
維
持
さ
れ
て
き
た
の
は
、

ひ
と
え
に
会
の
皆
様
の
五
十
年
に
わ
た
る
地
道
な
活

動
と
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
す
が
、

一
方
で
市
も
、
平
成
初
期
か
ら
地
区
内
に
都
市
整
備

事
務
所
を
構
え
、
再
開
発
、
区
画
整
理
、
道
路
整
備
、

駅
の
橋
上
化
な
ど
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

私
事
で
す
が
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
四
年
間
、
事

務
所
で
用
地
・
補
償
担
当
と
し
て
従
事
し
て
い
ま
し

た
。
当
時
は
再
開
発
ビ
ル
の
開
業
を
控
え
、
各
事
業

は
最
盛
期
を
迎
え
て
お
り
、
東
海
道
周
辺
の
区
画
整

理
の
現
場
に
お
い
て
も
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
大
規
模

な
造
成
・
物
件
移
転
工
事
が
進
む
な
ど
、
地
区
の
風

景
が
一
変
し
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。私

が
事
務
所
を
離
れ
た
後
も
、
地
域
の
皆
様
の
ご

尽
力
に
よ
り
、
東
海
道
の
一
方
通
行
化
や
無
電
柱
化
、

地
区
計
画
の
区
域
拡
大
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
の
選
定
、
日
本
遺
産
の
認
定
と
い
っ
た
取
り

組
み
が
実
を
結
ん
だ
こ
と
で
、
落
ち
着
き
の
あ
る
魅

力
的
な
町
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

■
古
民
家
利
活
用
事
業
に
つ
い
て

さ
て
市
は
、
有
松
の
歴
史
的
な
町
並
み
を
構
成
す

る
貴
重
な
歴
史
的
建
造
物
が
様
々
な
理
由
に
よ
り
維

持
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
昨
年
度

か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
調
査
を
行

う
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
様
と
の
意
見
交
換
や
説
明

会
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
「
有
松
地
区
に
お
け
る
古
民
家

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
」
と
し
て
次
の

三
点
を
掲
げ
、
今
後
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①
地
域
全
体
で
古
民
家
の
維
持
・
活
用
に
取
り
組
む

②�
本
物
の
歴
史
や
文
化
に
出
会
い
、
ゆ
っ
く
り
楽
し

み
な
が
ら
交
流
で
き
る
ま
ち
を
目
指
す

③
既
存
の
住
環
境
や
産
業
と
の
調
和
を
図
る

今
年
度
は
、
こ
の
考
え
方
に
共
感
し
、
市
と
連
携

し
て
主
体
的
に
活
動
す
る
民
間
企
業
（
連
携
事
業

者
）
の
公
募
に
着
手
し
て
お
り
、
九
月
末
に
は
審
査

を
終
了
す
る
予
定
で
す
。

連
携
事
業
者
は
、
令
和
六
年
度
に
か
け
て
複
数
の

古
民
家
の
利
活
用
に
向
け
、
地
域
の
皆
様
と
の
調
整

を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
民
間
主
体
の

古
民
家
利
活
用
事
業
の
成
功
に
向
け
、
市
も
連
携
事

業
者
と
と
も
に
汗
を
か
い
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
岡
家
住
宅
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
に
市
が
取
得
し
た
岡
家
住
宅
に
つ
き

ま
し
て
は
、
日
本
遺
産
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
「
岡
家
住
宅
保
存
活
用
計
画
」
の
策

定
に
向
け
、
有
識
者
等
に
よ
る
懇
談
会
を
開
催
す
る

な
ど
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
度
は
計
画
を
取
り
ま

と
め
る
予
定
で
す
。

保
存
活
用
計
画
の
策
定
後
は
、
地
域
の
声
も
反
映

し
つ
つ
設
計
等
を
行
い
、
工
事
に
入
っ
て
い
く
予
定

で
す
。

■
地
区
の
更
な
る
魅
力
向
上
に
向
け
て

こ
の
よ
う
に
市
は
、
地
域
の
皆
様
や
民
間
事
業
者

と
力
を
合
わ
せ
、
地
区
の
更
な
る
魅
力
向
上
に
向
け
、

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
今
後
と
も
、
市
の
歴
史
ま
ち
づ
く
り

施
策
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
お
知
ら
せ
■

地
区
内
の
す
べ
て
の
建
築
物
・
工
作
物
に
関
し
て
、

建
築
行
為
等
を
行
う
場
合
、
建
築
確
認
と
は
別
に
許

可
申
請
・
届
出
の
手
続
き
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

建
築
行
為
等
を
行
う
30
日
前
ま
で
に
、
歴
史
ま
ち

づ
く
り
推
進
室
へ
許
可
申
請
・
届
出
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す　

伝
建
地
区
・
町
並
み
保
存
地
区
に
関
す
る
ご
質
問

は
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。（

電
話　
０
５
２-

９
７
２-

２
７
８
２
）

有
松
地
区
の
更
な
る
魅
力
向
上
に
向
け
て

有
松
地
区
の
更
な
る
魅
力
向
上
に
向
け
て
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有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
総
会

　令
和
五
年
五
月
十
八
日

　

有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
総
会

　令
和
五
年
五
月
十
八
日

　

有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
総
会

　令
和
五
年
五
月
十
八
日

　

有
松
・
鳴
海
絞
会
館
で�

今
年
度
の
総
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
が
な
さ
れ
、「
引
き
続

き
日
本
遺
産
認
定
に
伴
う
諸
活
動
を
引
き
継
ぎ
、
５

年
目
の
諸
事
業
に
参
画
し
、
積
極
的
に
支
援
す
る
」

と
の
基
本
方
針
の
も
と
、
有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
が

発
足
し
て
50
年
の
節
目
と
な
る
令
和
５
年
度
の
事
業

計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
の
役
員
人
事
に
つ
い
て
、
竹
田
嘉
兵

衛
会
長
の
勇
退
を
受
け
、
次
の
よ
う
に
提
案
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
選
任
役
員
名

会　

長
：
中
濵　
　

豊

副
会
長
：
鋤
柄　

通
雄
（
財
務
担
当
）

　
　
　
　

久
野　

剛
資
（
総
務
担
当
）

　
　
　
　

根
尾　

文
彦
（
企
画
担
当
）

理　

事
：
阿
知
葉
征
彦
（
有
松
町
並
み
相
談
会
事
務
局
）

　
　
　
　

中
島　

信
行
（
企
画
事
業
統
括
）

　
　
　
　

伊
藤　

総
俊
（
広
報
部
）

　
　
　
　

梶
野　
　

泉
（
広
報
部
）

　
　
　
　

加
藤　

明
美
（
広
報
部
）

　
　
　
　

川
口　

廣
次
（
企
画
部
）

　
　
　
　

鈴
木　

章
二
（
財
務
部
）

　
　
　
　

長
塚　
　

啓
（
広
報
部
）

　
　
　
　

名
桐　

秋
雄
（
広
報
部
）

　
　
　
　

成
田　

基
雄
（
広
報
部
）

　
　
　
　

服
部　
　

亨
（
総
務
部
）

　
　
　
　

武
馬　

淑
恵
（
総
務
部
）

　
　
　
　

本
田　

雅
己
（
広
報
部
）

　
　
　
　

六
鹿　

晴
美
（
財
務
部
）

　
　
　
　

山
上　

正
晃
（
総
務
部
）

　
　
　
　

山
田　

修
生
（
事
業
部
）

　
　
　
　

中
村　

俶
子
（
事
業
部
）

　
　
　
　

山
本　

文
雄
（
広
報
部
）

監　

査
：
柴
田　

幸
生

　
　
　
　

久
田
耕
一
郎�

顧　

問
：
服
部　
　

豊

　
　
　
　

竹
田
嘉
兵
衛�

参　

与
：
梶
野　

幸
男

　
　
　
　

藤
枝　

静
次

　
　
　
　

高
瀬　

喜
祥�　

（
敬
称
略　

順
不
同
）

（
写
真
・
福
岡
友
一
）
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有
松
日
本
遺
産
推
進
協
議
会
の
主
催
で
、
８
月
22

日
、
接
遇
力
向
上
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は

有
松
・
鳴
海
絞
会
館
の
2
階
で
、
熱
中
症
警
戒
情
報

の
続
く
な
か
、
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た
快
適
な
環
境
で

の
研
修
で
し
た
。
講
師
は
現
役
の
Ａ
Ｎ
Ａ
の
客
室
乗

務
員
、
牛
田
さ
ん
と
原
口
さ
ん
の
お
二
人
で
し
た
。

ゆ
か
た
ま
つ
り
の
時
に
下
見
に
訪
れ
、
有
松
の
様

子
を
ご
ら
ん
に
な
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

有
松
あ
な
い
び
と
の
会
の
会
員
、
有
松
の
絞
り
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事
す
る
方
々
、
桶
狭
間
古
戦
場
保

存
会
の
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
参
加
さ
れ
ま

し
た
。

強
調
さ
れ
て
い
た
の
は
、�

第
一
印
象
は
15
秒
で
決
ま

る
、
２
回
目
の
チ
ャ
ン
ス

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
。

そ
の
第
一
印
象
は
視
覚
と

聴
覚
、
具
体
的
に
は
見
た

目
の
笑
顔
、
身
だ
し
な
み
、

立
ち
居
振
る
舞
い
。
挨
拶

の
声
の
ト
ー
ン
、
大
き

さ
、
速
さ
、
そ
れ
が
好
感

を
持
っ
て
も
ら
え
る
か
否

か
を
決
め
る
。
と
り
わ
け
、

笑
顔
が
大
切
な
こ
と
を
強

調
さ
れ
、
顔
の
マ
ッ
サ
ー

９
月
３
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
有
松

の
主
催
で
、
竹
田
家
住
宅
で
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
た
。
２
０
１
７
年
に
名
古
屋

市
の
姉
妹
友
好
都
市
と
な
っ
た
ラ
ン
ス
市
（
フ
ラ
ン

ス
）
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う
と
い
う
も
の
。
ラ
ン
ス

は
世
界
遺
産
ト
ー
宮
殿
が
あ
る
な
ど
有
松
と
同
様
に

歴
史
に
彩
ら
れ
た
ま
ち
。
有
名
シ
ャ
ン
パ
ン
メ
ゾ
ン

が
拠
点
を
置
く
ま
ち
で
も
あ
る
。
午
後
１
時
過
ぎ
、

絞
り
布
な
ど
で
装
飾
さ
れ
た
会
場
の
書
院
で
40
名
程

の
方
が
グ
ラ
ス
を
片
手
に
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
。
来
賓

の
河
村
名
古
屋
市
長
に
続
き
中
村
理
事
長
が
「
有
松

に
資
料
館
や
有
松
の
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
く
場
所

が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
」と
挨
拶
。立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

ス
タ
イ
ル
で
、
シ
ャ
ン
パ
ン
（
Ｒ
Ｓ
Ｒ
Ｖ
ロ
ゼ
・
フ

ジ
タ
）
や
日
本
茶
、

和
紅
茶
を
飲
み
な

が
ら
、
ラ
ン
ス
や
、

名
古
屋
の
伝
統
野

菜
を
使
う
お
菓
子

を
ほ
お
ば
り
談
笑

す
る
参
加
者
の
小

さ
な
輪
が
会
場
に
い
く
つ
も
見
ら
れ
た
。
中
で
も

注
目
さ
れ
た
の
が
ラ
ン
ス
の
お
菓
子
ビ
ス
キ
ュ
イ
・

ロ
ー
ズ
。
細
長
く
ふ
ん
わ
り
と
優
し
い
味
わ
い
。
通

は
シ
ャ
ン
パ
ン
に
つ
け
て
食
べ
る
と
か
。
こ
の
よ
う

な
会
場
の
様
子
を
見
る
と
、
有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会

前
会
長
竹
田
嘉
兵
衛
氏
が
提
唱
し
た
「
有
松
サ
ロ
ー

ネ
（
客
間
）」
構
想
が
思
い
出
さ
れ
る
。
交
流
や
情

報
の
中
か
ら
新
し
い
文
化
・
発
想
が
生
ま
れ
る
。
有

松
を
再
び
賑
わ
い
の
あ

る
ま
ち
に
、
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
の
書
院

は
、
有
松
に
美
し
い
町

並
み
が
残
さ
れ
る
き
っ

か
け
を
作
っ
た
と
こ
ろ
。

こ
の
よ
う
な
交
流
会
が

有
松
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
様
々
な
方
が
有
松

に
集
っ
て
く
だ
さ
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ

ん
。�

（
伊
藤
総
俊
）

ジ
、
口
元
・
目
元
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
立
ち
居
振
る

舞
い
も
。
二
人
で
お
手
本
を
見
せ
て
く
だ
さ
り
、
私

た
ち
は
練
習
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
９
月
５
日
に
は
「
訪
日
外
国
人
お
も
て

な
し
研
修
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
２
回
の
研
修

を
今
後
の
町
並
み
案
内
の
折
り
に
役
立
て
た
く
思
い

ま
す
。�

（
山
本
文
雄
）

お

も

て

な

し

研

修

お

も

て

な

し

研

修

お

も

て

な

し

研

修

名
古
屋
・
ラ
ン
ス
姉
妹
都
市
を
祝
う
in
有
松

名
古
屋
・
ラ
ン
ス
姉
妹
都
市
を
祝
う
in
有
松

名
古
屋
・
ラ
ン
ス
姉
妹
都
市
を
祝
う
in
有
松

　『
有
松
ス
タ
イ
ル
＆
ラ
ン
ス
交
流
会
　
２
０
２
３
』

　『
有
松
ス
タ
イ
ル
＆
ラ
ン
ス
交
流
会
　
２
０
２
３
』

　『
有
松
ス
タ
イ
ル
＆
ラ
ン
ス
交
流
会
　
２
０
２
３
』
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第
３
回 

有
松
ゆ
か
た
ま
つ
り

第
３
回 

有
松
ゆ
か
た
ま
つ
り

第
３
回 

有
松
ゆ
か
た
ま
つ
り

〜
盆
踊
り 

好
評
開
催
〜

〜
盆
踊
り 

好
評
開
催
〜

〜
盆
踊
り 

好
評
開
催
〜

有
松
ゆ
か
た
ま
つ
り

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年

連
続
絞
り
ま
つ
り
が
中

止
に
な
っ
た
２
０
２
１

年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

有
松
に
は
絞
り
柄
の
木

綿
浴
衣
が
似
合
い
ま
す
。

浴
衣
を
着
て
有
松
の
ま

ち
を
楽
し
も
う
と
の
企

画
で
す
。
日
本
遺
産
の

ま
ち
有
松
の
町
並
み
や

山
車
な
ど
、
４
０
０
年

に
わ
た
る
伝
統
文
化
に

触
れ
て
欲
し
い
。

絞
り
染
め
な
ど
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

し
て
、
今
で
も
、
も
の

づ
く
り
の
ま
ち
で
あ
る

こ
と
に
気
付
い
て
欲
し

い
。
こ
の
よ
う
な
願
い

を
込
め
た
お
祭
り
で
す
。

街
角
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

�

猛
暑
が
続
く
こ
の
夏
、
連
日
35
度
超
え
の
ニ
ュ
ー

ス
に
も
驚
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
暑
さ
の
せ
い

で
し
ょ
う
か
？
こ
の
シ
ー
ズ
ン
は
町
並
み
案
内
の
お

客
様
が
ぐ
ん
と
少
な
い
気
が
し
ま
す
。

先
日
、
散
策
会
で
有
松
天
満
社
に
参
拝
、
学
習
を

し
な
が
ら
森
を
抜
け
て
新
し
い
道
を
通
り
、
細
根
山

小し
ょ
う
ざ
ん
え
ん

山
園
ま
で
歩
き
ま
し
た
。
天
満
社
の
裏
手
に
出

た
ら
そ
こ
は
新
し
い
町
で
し
た
。
真
新
し
い
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
道
、
歩
道
橋
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
住
宅
な
ど
、

天
満
社
の
す
ぐ
横
な
の
に
方
角
が
一
瞬
判
ら
な
く
な

る
程
の
変
わ
り
よ
う
で
し
た
。
３
０
２
号
と
そ
れ
を

横
切
る
新
し
い
道
路
。
道
が
一
本
出
来
た
ら
風
景
が

す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
天
王
坂
の

南
、
一
号
線
の
角
に
も
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
中
、
見

慣
れ
た
風
景
も
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

大
昔
、
人
の
住
ん
で
な
い
と
こ
ろ
に
東
海
道
が
で

き
て
、
旅
人
が
安
心
し
て
旅
が
で
き
る
よ
う
に
と
尾

張
藩
が
知
多
か
ら
人
を
移
住
さ
せ
て
、
だ
ん
だ
ん
と

立
派
な
町
に
な
っ
て
い
っ
た
有
松
。
東
海
道
の
景
観

は
変
わ
ら
ぬ
江
戸
の
情
景
で
す
が
、
近
隣
は
ど
ん
ど

ん
新
し
い
住
宅
が
建
ち
、
空
き
地
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
益
々
「
江
戸
の
情
景
・
有
松
の
町

並
み
」
が
大
切
な
景
観
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

�

（
浅
野
康
子
）

３
年
目
の
今
年
は
更
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
取
り

組
み
と
な
り
ま
し
た
。
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
有
松
と
の
連

携
強
化
と
盆
踊
り
の
実
施
で
す
。
猛
暑
の
続
く
こ
の

時
期
、
打
ち
水
な
ど
暑
さ
を
和
ら
げ
る
工
夫
と
と
も

に
、
館
内
活
動
が
充
実
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
有
松
東

海
道
沿
い
で
は
、
有
松
あ
な
い
び
と
の
会
に
よ
る
町

並
み
ツ
ア
ー
や
山
車
会
館
の
無
料
開
放
、
有
松
天
満

社
文
嶺
講
の
授
与
品
頒
布
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

強
い
日
差
し
で
人
影
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
中
、
込
み
合
っ
て
い
る
販
売
店
や
飲
食
店
も
。
特

に
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
有
松
3
階
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
会

場
に
は
多
く
の
人
が
押
し
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
藍
の

葉
で
た
た
き
染
め
を
し
、
う
ち
わ
を
作
る
体
験
会
で

は
テ
ー
ブ
ル
２
か
所
に
10
数
人
が
、
ま
た
ミ
ニ
〝
た

ん
こ
ろ
り
ん
”
作
り
で
は
、
長
い
行
列
が
で
き
て
い

ま
し
た
。

最
後
に
今
年
の
目
玉
と
し
て
、
有
松
で
約
20
年
ぶ

り
に
盆
踊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
夕
方
５
時
過
ぎ
、

長
嶋
緑
区
長
の
あ
い
さ
つ
を
皮
切
り
に
、
途
中
休
憩

を
挟
み
な
が
ら
8
時
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
の

あ
り
ま
つ
公
園
に
は
、
時
間
を
追
う
ご
と
に
人
が
集

ま
り
、
ま
た
隣
の
絞
会
館
バ
ス
駐
車
場
で
の
縁
日
に

も
多
く
の
親
子
連
れ
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
有
松
夏
祭
り
と
連
動
し
、
宵
ま
つ

り
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
伊
藤
総
俊
）

～
変
わ
る
有
松
、

～
変
わ
る
有
松
、

変
わ
ら
な
い
有
松
～

変
わ
ら
な
い
有
松
～
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昭
和
48
年
2
月
18
日
、
発
会
式
は
有
松
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
趣
意
書
に
は
「
老
人
も
若
者
も
、

男
性
も
主
婦
も
、
全
町
民
が
知
恵
と
力
を
出
し
あ
っ

て
考
え
て
み
よ
う
」「
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
有
松

町
の
町
民
自
身
が
中
心
に
な
っ
て
、
考
え
、
動
く
こ

と
で
す
。
私
た
ち
が
住
み
よ
い
有
松
町
を
作
り
、
自

信
を
も
っ
て
子
孫
に
誇
る
た
め
に
」
と
あ
り
、
先
人

の
熱
き
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
改
め
て
思
う
こ

と
は
「
町
並
み
保
存
会
」
で
は
な
く
、「
ま
ち
づ
く

り
の
会
」
だ
と
い
う
こ
と
。「
町
並
み
は
み
ん
な
の

も
の
」
と
し
た
第
1
回
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ

そ
の
ま
ま
に
、
み
ん
な
で
考
え
動
こ
う
と
し
た
当
時

の
心
意
気
。受
け
継
ぐ
私
た
ち
は
、40
回
ゼ
ミ
の
テ
ー

マ
「
町
並
み
は
わ
た
し
が
守
る
」
と
の
強
い
気
持
ち

を
合
わ
せ
て
、
こ
れ
か
ら
も
有
松
の
ま
ち
づ
く
り
推

し
で
い
き
ま
し
ょ
う
。�

（
加
藤
明
美
）

町 

並 

み 

の 

　
　新 

し 

い 

仲 

間

町 

並 

み 

の 

　
　新 

し 

い 

仲 

間

町 

並 

み 

の 

　
　新 

し 

い 

仲 

間

▪▪  

花
屋
花
屋
ＬＬル

オ

ー

レ

ル

オ

ー

レ

ｕ
ｏ
ｒ
ｅ

ｕ
ｏ
ｒ
ｅ

２
０
２
３
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
花
屋

Ｌ
ｕ
ｏ
ｒ
ｅ
（
ル
オ
ー
レ
）
で
す
。
イ
タ
リ
ア
語
で

ｆ
ｉ
ｏ
ｒ
ｅ
（
フ
ィ
オ
ー
レ
）花
。
ｌ
ｕ
ｃ
ｅ
（
ル
ー

チ
ェ
）
光
、
輝
く
。
ｃ
ｕ
ｏ
ｒ
ｅ
（
ク
オ
ー
レ
）
心
。

心
が
キ
ラ
キ
ラ
す
る
よ
う
な
、
幸
せ
な
気
持
ち
に

な
っ
て
頂
け
る
、
そ
ん
な
お
花
を
お
届
け
す
る
た
め

Ｌ
ｕ
ｏ
ｒ
ｅ
と
い
う
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。
み
ん
な

が
ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
に
な
れ
る
花
屋
間
違
い
な
し
で
す
！

配
達
、
配
送
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
お
好
み
の
植
物

の
仕
入
れ
も
可
能
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ

い
ね
。
当
店
で
は
、
皆
さ
ま
に
新
鮮
な
お
花
を
お
届

け
す
る
た
め
に
お
早
め
の
ご
注
文
を
お
す
す
め
し
て

お
り
ま
す
♪
ご
予
約
は
、
お
電
話
ま
た
は
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
も
受
付
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
お
会

い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

住　
　
所　
緑
区
有
松
三
〇
〇
一
–
二

営
業
時
間　
９
時
～
17
時
30
分

定
休
日　
不
定
休

昭
和
38
年（
1
9
6
3
）

4
月
1
日
に
名
古
屋
市
の

14
番
目
の
行
政
区
と
し
て

誕
生
し
た
緑
区
は
今
年
60

周
年
を
迎
え
ま
す
。

（
有
松
は
翌
1
9
6
4
年
12
月
に
緑
区
に
合
併
）

区
政
60
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
、
緑
区
の
宝
を
未
来
に
つ
な
げ
る
3
つ
の

「
ず
ー
っ
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
信
中
で
す
。

有松 IC有松 IC

長坂南 交番前 有松

至・熱
田

至・鳴
海

至・知
立

江戸風情漂う　  東海道の町並み江戸風情漂う　  東海道の町並み

有松駅
名鉄名古屋本線

〒
郵
便
局

有松天満社

名
二
環

P

バス
P
バス
P

山
車
会
館

絞
会
館

LuoreLuore
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　周 

年
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有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会

　
　
　
　
　
　
　
発
足
50
年

有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会

　
　
　
　
　
　
　
発
足
50
年

有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会

　
　
　
　
　
　
　
発
足
50
年

発会式パンフレットの表紙

☎☎
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ーー
45354535
ーー
38573857



編

集

後

記

編

集

後

記
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私
達
は
、先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
有
松
の
た
か
ら
も
の
を

守
り
、次
世
代
に
届
け
る
た
め
に
、こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
有
松
の
町
並
み
・
絞
り
・
山
車
を
守
り
、
誇
り
ま
す
。

一
、
人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、
ぬ
く
も
り
の
あ
る
有
松
を

　
創
り
ま
す
。

一
、
有
松
の
歴
史
や
物
語
を
学
び
、
遊
び
、
伝
え
ま
す
。

有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会

二
〇
二
三
年
九
月
三
十
日
発
行

（
年
二
回
発
行
）

〒　
　

�

名
古
屋
市
緑
区
有
松
三
〇
一
二（
有
松
商
工
会
内
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
５
２
）
６
２
１--

０
１
７
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
５
２
）
６
２
２--

７
４
０
１

楽
し
い
！
な
ぜ
だ
か
不
思
議
と
心
躍
る
、
子
ど
も
も
大

人
も
櫓
を
囲
ん
で
踊
っ
ち
ゃ
う
、
盆
踊
り
の
パ
ワ
ー
を
改

め
て
感
じ
た
、
あ
り
ま
つ
公
園
で
の
ゆ
か
た
ま
つ
り
の
一

コ
マ・盆
踊
り
大
会
で
し
た
。
来
年
は「
有
松
音
頭
」や「
有

松
し
ぼ
り
音
頭
」
な
ど
有
松
も
の
で
一
層
盛
り
上
げ
た
い

と
欲
が
出
ま
し
た
。

昭
和
48
年（
１
９
７
３
）に
発
足
し
た
有
松
ま
ち
づ
く

り
の
会
は
今
年
で
50
年
。
有
松
が
好
き
で
、
有
松
の
た
め

に
と
様
々
な
応
援
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
に
、

た
だ
た
だ
感
謝
で
す
。

夜
祭
り
も
復
活
の
山
車
ま
つ
り
を
始
め
、
秋
の
有
松
を

楽
し
む
準
備
は
Ｏ
Ｋ
で
す
。
皆
様
、
ぜ
ひ
有
松
の
町
並
み

へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。�

　
（
加
藤
明
美
）

企
画
編
集
（
加
藤
一
成
）

栗
笑
む
や
絞
り
問
屋
の
塀
の
内

栗
笑
む
や
絞
り
問
屋
の
塀
の
内

有

松

に

碑

探

る

秋

日

笠

有

松

に

碑

探

る

秋

日

笠

解
か
れ
て
秋
光
集
む
絞
り
染
め

解
か
れ
て
秋
光
集
む
絞
り
染
め

「
栗
笑
」

◆
主
な
来
訪
者
◆

（
有
松
あ
な
い
び
と
の
会
ご
案
内
分
）

『晩秋の有松を　
楽しむ会 2023』 

10 月 28 日㈯・29 日㈰

時 間　10 時～ 20 時
場　所　有松東海道一帯

　有松の歴史的な町並みを会場
に、伝統・文化・SDGs をテー
マとした「絞り・いけばな・きもの・
お茶」など、さまざまな展示や企
画・体験を実施します。

絞と瓦
灯りストリート in 有松

10 月 14 日㈯～ 29 日㈰

時 間　16 時～ 21 時
場　所　山与遊歩道

（有松駅南・徒歩すぐ）

　絞りと瓦。２つの異なる伝統技
術を受け継ぐ染色家と鬼師がコ
ラボした新しい灯りのオブジェが
有松の夜を彩ります。

・
旅
人
企
画
「
東
海
道
53
次
を
歩
く
」

・
ジ
ャ
パ
ン
キ
ル
テ
ィ
ン
グ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
ツ
ア
ー

・
鯱
城
学
園
国
際
文
化
研
究
ク
ラ
ブ

・�

名
古
屋
都
市
セ
ン
タ
ー
留
学
生

・�

門
真
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

・�

日
本
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー

・
ふ
る
さ
と
散
策
の
会

・
名
古
屋
大
学

・
椙
山
女
学
園
大
学

・
天
白
鯱
城
会

・
関
西
福
祉
の
会

・
岡
崎
さ
ん
ま
る
会

・
細
江
文
化
協
会

・
三
国
町
区
長
会
連
合
会

・
中
部
経
済
同
友
会

・
小
林
豊
子
き
も
の
学
院

・
桜
花
学
園
大
学

　
　『
有
松
』
を
語
ろ
う
会

　
先
人
た
ち
が
記
し
た
「
有
松
町
史
」「
有
松
し
ぼ

り
」
等
の
資
料
か
ら
有
松
を
見
つ
め
な
お
し
ま
す
。

　

有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
の
50
年
の
軌
跡
を
た
ど

り
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。�

（
日
程
は
未
定
）

〈
有
松
ま
ち
づ
く
り
憲
章
〉

458-
0924

諏
訪
部
草
童

諏
訪
部
草
童

俳   句俳   句


